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～地域探訪 岩波地区～～地域探訪 岩波地区～

山吹ロード
岩波地区にあり、竜山川に沿って自然に生育
している山吹を植樹し、満開時には一面に咲
くヤマブキ色の花を見ることが出来ます。

悠創の丘から見た大山桜と月山と山形市街地
西蔵王とはまた違った風景です。

東北芸術工科大学生と棚田でコラボ酒米作り
平成２６年より中山間の棚田で、作付から収穫
までを行っています。酒名は、地名にちなん
で、「譲川」と「十八夜」と名付け、ボトル
ラベルは芸工大生に作成していただきました。



◦�

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後
５

年
間
で
一
度
も
水
張
り
が
行
わ

れ
な
い
農
地
は
令
和
９
年
度
以

降
交
付
対
象
と
し
な
い
こ
と
は

主
食
米
に
変
わ
る
作
物
の
転
作

へ
協
力
し
て
き
た
農
家
や
地
域

の
努
力
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で

あ
り
再
考
し
て
ほ
し
い
。

◦�

遊
休
農
地
の
解
消
や
地
目
変
更

に
つ
い
て
は
、
非
農
地
判
断
の

迅
速
化
、
地
目
変
更
登
記
の
簡

素
化
、
中
間
管
理
機
構
の
借
受

を
促
進
し
て
ほ
し
い
。

◦�

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
電

気
柵
設
置
の
補
助
割
合
の
増
加
。

作
付
け
前
の
早
期
の
予
算
執
行

を
お
願
い
し
た
い
。

◦�

燃
油
価
格
支
援
に
つ
い
て
、
施

設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
事
業
の
保
険
料
に
つ
い
て

市
の
助
成
を
し
て
ほ
し
い
。

◦�

山
辺
町
と
山
形
市
境
界
に
あ
る

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
旧
市
・
南
沼
原
・
飯
塚
・

　
　
　
　 

椹
沢
・
滝
山
・
東
沢
）

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

（
南
山
形
・
本
沢
・
蔵
王
・

　 

大
曽
根
・
村
木
沢
・
西
山
形
）

　市内21地区において、地区別農政懇談会を農業委員と農地利用最適化推進委員が
中心となって開催し、おおくの農業者に参加をいただきました。
　懇談会では、各地区の農業を取り巻く諸問題等について、次のような意見・要望
がありました。これらについて、これから農業委員会で協議を行い、市、県、国や
関係機関に提言・要望してまいります。

地区別農政懇談会を開催しました地区別農政懇談会を開催しました

農
地
が
熊
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、

行
政
区
域
が
違
う
と
言
わ
れ
後

回
し
に
な
っ
た
。
山
形
市
、
山

辺
町
連
携
し
て
対
処
し
て
ほ
し

い
。

◦�

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
あ
っ
た
米

は
獣
臭
に
よ
り
引
取
り
手
が
な

い
の
で
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

◦�

今
年
の
米
価
下
落
は
農
業
へ
の

意
欲
も
な
く
な
る
。
収
入
保
険
、

コ
ロ
ナ
支
援
等
の
対
策
は
あ
る

が
抜
本
的
な
対
策
を
お
願
い
し

た
い
。

◦�

食
糧
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
米

の
個
別
所
得
補
償
制
度
を
復
活

し
て
ほ
し
い
。

◦�

個
人
農
業
者
を
対
象
と
し
た
水

田
畑
地
化
基
盤
強
化
対
策
事
業

を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

◦
イ
ノ
シ
シ
駆
除
の
早
期
の
対
応

◦�

コ
ン
バ
イ
ン
等
が
年
々
高
価
に

な
っ
て
い
る
た
め
農
業
機
械
導

入
支
援
事
業
で
の
機
械
購
入
費

上
限
額
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

◦�

花
火
で
有
害
鳥
獣
対
策
の
追
い

払
い
を
し
て
い
る
た
め
の
花
火

の
数
量
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
電
気
柵
の
配
布
時
期
を

作
付
が
始
ま
る
前
の
春
に
し
て

ほ
し
い
。

◦�

定
年
後
に
家
庭
菜
園
を
や
り
た

い
人
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

遊
休
農
地
対
策
も
兼
ね
て
貸
借

が
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

◦�

現
在
の
担
い
手
が
耕
作
で
き
な

く
な
り
、
返
却
さ
れ
た
時
の
対

策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◦�

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
河
川
敷

の
雑
木
林
を
伐
採
し
て
ほ
し
い
。

◦�

燃
料
代
が
高
騰
し
て
お
り
の
暖

房
費
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
ま
で
の

除
雪
費
に
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。

◦�

認
定
農
業
者
の
改
善
計
画
支
援

事
業
の
補
助
金
は
、
機
械
の
大

型
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
機
械

購
入
の
補
助
金
の
上
限
額
の
適

用
を
一
律
１
５
０
万
円
に
し
て

ほ
し
い
。

◦�

後
継
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

た
め
航
空
防
除
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
や
ド
ロ
ー
ン
の
資
格
取
得
へ

の
補
助
を
し
て
ほ
し
い
。

◦�

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
の
詳
細
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

（
大
郷
・
明
治
・
出
羽
・
金
井
・
千
歳
）

◦�

１
ha
未
満
の
団
地
化
さ
れ
な
い

ソ
バ
の
転
作
で
も
団
地
並
み
の

補
助
金
を
交
付
し
、
食
料
自
給

率
１
０
０
％
を
目
指
す
政
策
を

実
施
し
て
ほ
し
い
。

◦�

国
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
用
防

護
柵
の
設
置
に
係
る
交
付
金
は

被
害
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず

申
請
を
受
付
け
る
と
と
も
に
、

手
続
き
を
簡
素
化
し
て
ほ
し
い
。

◦�

鳥
獣
害
対
策
を
行
う
た
め
に
罠

や
銃
の
免
許
を
取
得
し
て
も
猟

友
会
年
会
費
や
狩
猟
税
の
負
担

が
大
き
い
た
め
、
免
税
や
減
税

等
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
ほ
し

い
。

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

（
鈴
川
・
楯
山
・
高
瀬
・
山
寺
）
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令
和
３
年
度
の
研
修
会
は
１２
月
７
日
に

岩
手
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、県
外
の
参

加
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
㈲
宝
来
館
代
表
取
締
役
社

長
岩
崎
昭
子
氏
か
ら
「
震
災
復
興
へ
の
願

い
と
希
望
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
映
像
で
映
し
出
さ
れ
る
津
波
、

そ
し
て
悲
鳴
が
生
々
し
く
直
視
で
き
ず
、

胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
宝
来
館
も
一
階
部
分
は
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
避
難
所
と
し
て
運
営
を

続
け
ま
し
た
。
震
災
復
興
と
同
時
に
、
地

域
に
住
む
子
供
達
の
た
め
に
「
芸
術
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
復
興
」
を
目
指
し

地
域
の
人
と
共
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
釜
石

誘
致
活
動
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
笑
顔
と

行
動
力
。
実
際
に
岩
崎
さ
ん
に
お
会
い
し

た
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、
岩
手
県
立
大
学
准
教
授
新
田

義
修
氏
よ
り
「
農
業
委
員
の
経
験
か
ら
女

性
委
員
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
内
容
で
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
講
演
で
共
通
し
て
い
た
の
は
、

「
自
分
が
先
頭
に
立
ち
行
動
す
る
と
、
周

り
の
人
を
変
え
、
地
域
も
変
え
る
事
が
出

来
る
。」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

�

農
業
委
員　
遠
藤　
紀
江

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

研
修
会

研
修
会

　
女
性
の
農
業
委
員
会
活
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
横

浜
国
立
大
学
の
田
代
洋
一
名
誉
教
授
よ
り

「
女
性
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
に
比
べ
て
長
野
・
山
梨
以

西
で
農
地
の
減
少
率
が
特
に
高
く
、
ま
た

農
業
者
の
減
少
率
も
甚
だ
し
く
、
特
に
女

性
が
２8
％
減
と
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
①
５０
代
以
上
で
は
孫
育
て
、

介
護
な
ど
の
『
新
家
事
』
が
女
性
の
肩
に

の
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
②
稲
作
の
大

規
模
化
機
械
化
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
中

心
の
農
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
若
い

女
性
が
農
村
に
嫁
い
で
こ
な
い
、
な
ど
の

要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
」
と
の
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。
私
達
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭

に
山
形
市
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
こ
れ

以
上
の
減
少
を
留
め
る
様
に
早
々
に
動
い

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
事
例
報
告
と
し
て
福
井
県
小
浜
市
太
良

庄
荘
園
の
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
活
性
化

に
頑
張
っ
て
い
る
話
を
聞
き
、
人
と
人
の

繋
が
り
こ
そ
大
切
な
の
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

　
平
成
３１
年
３
月
を
最
後
に
全
国
の
女
性

の
農
業
者
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
参
集
し

て
の
開
催
が
残
念
な
が
ら
出
来
て
い
ま
せ

女
性
の
農
業
委
員
会

女
性
の
農
業
委
員
会

活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ん
が
、
来
年
こ
そ
は
頑
張
る
皆
さ
ん
と
の

対
面
で
の
交
流
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

�

農
業
委
員　
新
関
さ
と
み

　
農
林
水
産
省
よ
り
、
委
員
会
に
よ
る
最

適
化
の
推
進
等
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
２

月
に
発
出
さ
れ
、
委
員
会
活
動
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
適
化
活
動
に
つ

い
て
、
多
岐
に
わ
た
り
日
常
の
活
動
（
地

域
の
農
地
の
見
守
り
、
近
隣
の
農
家
へ
の

声
が
け
、
農
地
の
相
談
対
応
等
）
を
こ
れ

ま
で
記
録
し
な
か
っ
た
活
動
を
報
告
す
る

こ
と
。
ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
別
の
話
し
合
い
・

担
当
地
区
の
推
進
委
員
と
の
打
合
せ
を
強

化
す
る
こ
と
が
、
委
員
一
人
一
人
の
活
動

記
録
に
よ
る
見
え
る
化
を
徹
底
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
地
域
の
気
運
醸
成
を
把
握
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
」
と
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
は
法
定
化
さ
れ
、
守
る
べ

き
農
地
は
認
定
農
業
者
に
よ
る
農
地
の
集

積
・
集
約
化
に
よ
る
高
生
産
農
業
の
推
進
、

基
盤
整
備
の
推
進
、
新
規
就
農
者
、
新
規

参
入
法
人
の
受
入
の
推
進
、
集
落
営
農
組

織
の
設
立
・
法
人
化
等
。

　
ま
た
、
農
地
と
し
て
の
従
来
通
り
の
利

用
・
管
理
の
持
続
が
困
難
な
場
所
は
、
粗

放
的
な
利
用
（
景
観
作
物
）・
管
理
（
草

刈
り
等
に
よ
る
荒
廃
化
さ
せ
な
い
管
理
）

山
形
県
農
業
委
員
会
研
修
会

山
形
県
農
業
委
員
会
研
修
会

の
推
進
、
非
農
地
判
断
、
農
地
転
用
等
を

検
討
す
る
こ
と
。

　
今
後
、
農
業
委
員
会
組
織
の
「
新
た
な

農
地
利
用
最
適
化
」
に
お
け
る
活
動
計
画

の
目
標
設
定
に
向
け
て
地
域
に
あ
っ
た
計

画
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

農
業
委
員　
安
達　
良
一
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大築会長に報告書を提出

　
２
月
１8
日
、
農
業
委
員
会
研
修
会
（
市

長
講
話
）
を
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
出
席
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
大
築
義
雅
会
長
の
挨
拶
の
後
に
、
佐
藤

孝
弘
市
長
よ
り
、「
山
形
市
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」
の
講
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
講
話
で
は
、
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
山

形
市
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
変
更
し
た
政
策

に
つ
い
て
、
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
に
は
大
き
な
変

化
が
あ
り
、
山
形
市
で
も
、
発
展
計
画
２

０
２
５
に
、
新
た
に
「
感
染
症
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
地
方
創
生
の
推
進
」
の
２
つ
の
政
策

を
追
加
し
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
の
中
で

も
山
形
市
が
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向

け
た
受
け
皿
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
そ
う

で
す
。

　
農
業
の
取
組
で
は
、
平
成
２8
年
５
月
１７

日
に
山
形
市
農
業
戦
略
本
部
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
農
業
振
興
の
た
め
、
農
業
の
諸

問
題
の
解
決
や
戦
略
を
構
築
し
、
令
和
３

年
度
は
、
小
規
模
農
家
の
支
援
、
園
芸
作

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

山
形
市
農
業
委
員
会
研
修
会

山
形
市
農
業
委
員
会
研
修
会

物
生
産
基
盤
整
備
事
業
、
農
地
集
約
化
・

本
作
化
支
援
及
び
畜
産
物
生
産
振
興
対
策

事
業
を
主
な
振
興
策
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化

や
防
護
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
短
時
間
で
の
講
話
で
あ
り
、
質
疑
の
時

間
も
十
分
な
時
間
で
は
な
か
っ
た
点
が
残

念
に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
の

時
間
的
余
裕
を
取
っ
て
、
さ
ら
に
有
意
義

な
研
修
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

農
業
委
員　
金
子　
祐
一

　
１
月
１９
日
、
山
形
市
農
業
委
員
会
調
査

会
「
就
農
定
着
小
委
員
会
」
の
新
関
さ
と

山
形
市
農
業
委
員
会
調
査
会

山
形
市
農
業
委
員
会
調
査
会

「
就
農
定
着
小
委
員
会
」

「
就
農
定
着
小
委
員
会
」

活
動
報
告

活
動
報
告

み
委
員
長
は
、「
就
農
者
の
離
農
を
防
ぐ

た
め
の
具
体
的
な
支
援
策
」
を
ま
と
め
、

大
築
山
形
市
農
業
委
員
会
会
長
へ
報
告
書

を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
山
形
市
農
業
委
員
会
調
査
会
は
、
山
形

市
の
農
業
問
題
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
、
農
家
の
経
営
安
定
及
び
生
活

の
向
上
並
び
に
農
業
委
員
会
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
す
る
組
織

で
、
さ
ら
に
、
特
に
必
要
と
し
た
事
項
を

調
査
研
究
す
る
た
め
に
専
門
部
会
的
な
小

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
１１
月
に
発
足
し
た
「
就
農
定

着
検
討
小
委
員
会
」
は
、
６
名
の
農
業
委

員
を
構
成
委
員
と
し
、
就
農
者
等
が
農
業

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
農
業
委
員
会

と
し
て
行
う
べ
き
支
援
方
法
等
に
つ
い
て

９
回
の
検
討
会
を
重
ね
ま
し
た
。

　
現
在
、
山
形
市
の
新
規
就
農
者
に
は
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
セ
ロ
リ
・
キ
ュ
ウ
リ
・

ぶ
ど
う
・
桃
の
大
型
団
地
を
中
心
に
受
け

入
れ
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
で
は
「
新
規
就
農
者
支
援
カ
ル

テ
」
等
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
や
必
要
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
令
和
３
年
３
月
、
や
ま
が

た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
新
規

就
農
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

２
０
１
９
年
の
売
上
高
が
４
０
０
万
円
未

満
で
あ
っ
た
新
規
就
農
者
が
６
割
を
占
め

厳
し
い
現
状
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
受
け
、
就
農
定
着
小

委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会
と
し
て
、
就

農
者
が
定
着
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

①
指
導
協
力
者
の
選
定
と
指
導
方
法
に
つ

い
て
②
作
物
部
会
等
の
情
報
の
収
集
と
就

農
希
望
者
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
③
リ

タ
イ
ヤ
す
る
方
の
空
き
ハ
ウ
ス
、
空
き
果

樹
園
等
の
状
況
把
握
と
情
報
提
供
に
つ
い

て
の
３
点
を
立
案
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、
こ
れ
ら
を
た
た
き
台

に
農
業
委
員
会
全
体
で
議
論
を
深
め
、
内

容
を
調
整
し
た
上
で
、
市
や
農
業
団
体
へ

提
言
す
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

�

事
務
局
次
長　
小
林　
一
三
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山
形
市
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の

解
消
と
発
生
防
止
を
図
る
た
め
、
毎
年
８
月

頃
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
遊

休
農
地
の
所
有
者
の
方
に
、
営
農
再
開
や
草

刈
り
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
が
伺
っ
た

際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
に
基
づ

き
、
遊
休
農
地
の
所
有
者
の
方
に
「
遊
休
農

地
に
係
る
利
用
意
向
調
査
」
が
送
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す（
１１
月
頃
に
郵
送
の
予
定
）。

こ
れ
は
、
遊
休
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
所
有

者
の
方
の
意
向
を
お
尋
ね
す
る
も
の
で
、
農

地
法
に
定
め
ら
れ
た
調
査
で
す
。
併
せ
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　
遊
休
農
地
に
対
す
る

遊
休
農
地
に
対
す
る

　
固
定
資
産
税
の
課
税
強
化
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
の
課
税
強
化
に
つ
い
て

　
課
税
強
化
の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
①

②
両
方
の
条
件
に
該
当
し
、
農
業
委
員
会
か

ら「
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
協
議
の
勧
告
」

を
受
け
た
遊
休
農
地
で
す
。

①�
有
効
利
用
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
耕
作

あ
る
い
は
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
が
さ

れ
な
い
も
の
。

②�

所
有
者
が
、
送
付
さ
れ
て
き
た
「
遊
休
農

地
に
係
る
利
用
意
向
調
査
」
で
農
地
中
間

管
理
機
構
へ
の
貸
付
を
希
望
し
な
い
も
の
。

　
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て

　
私
達
、
蔵
王
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
は
、
山
形
市
初
、
蔵
王
発
と
な
る

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
、
醸
造
所
に
併
設
す
る
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
々
、
山
形
蔵
王
も
観
光
客
数
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
強
く
受
け
て

お
り
ま
す
。
最
盛
期
に
比
べ
る
と
観
光
客
数
は
半
数
以
下
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
自
身
、
生
ま
れ
育
っ
た
山
形
蔵
王

に
活
気
を
取
り
戻
し
た
い
。
蔵
王
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
も
っ
と

発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
観
光
客
の
皆
様
に
は
、
山
形
や
蔵
王
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
元
皆
様
に
は
、
改
め
て
山
形
と
蔵
王

の
良
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
の
か
。」
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
は
多
様
な
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
特
性
を
活
か
し
て
四
季
折
々
の
蔵
王
や
山
形
を
表
現
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
は
、
蔵
王
の
湧
き
水
が
用
水
と
な
っ
て
お
り
、
ビ
ー
ル
造
り
に
適
し
た

素
晴
ら
し
い
水
質
で
す
。
ビ
ー
ル
造
り
は
原
料
の
約
９
割
が
水
と
な
っ
て
お
り
、
美
味

し
い
ビ
ー
ル
を
造
る
う
え
で
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
要
素
で
す
の
で
ホ
ッ
プ
の
自

社
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
苗
か
ら
育
て
て
い
る
状
況
で
、実
際
の
ビ
ー

ル
造
り
に
活
用
で
き
る
ま
で
今
後
数
年
は
か
か
り
ま
す
が
、
蔵
王
産
の
ホ
ッ
プ
と
蔵
王

の
湧
き
水
で
、「
蔵
王
な
ら
で
は
の
ビ
ー
ル
」
造
り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

当
社
で
は「
蔵
王
ブ
ル
ワ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
」を
運
営
し
て
お
り
、ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提

供
し
て
い
る
お
米
は
全
て
蔵
王
上
野
で
栽
培
し
た「
は
え
ぬ
き
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
、
春
先
か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
野
菜
の
栽
培
も
開

始
し
ま
す
。
出
来
立
て
の
ビ
ー
ル
と
提
供
す
る
料
理
を
通
し
て
、
山
形
蔵
王
の
魅
力
を

発
信
す
る
場
所
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
と
農
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

山
形
市
初●

、蔵
王
発●

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
、

ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

山さ
ん
り
な

里
菜
有
限
会
社 

蔵
王
ブ
ル
ワ
リ
ー

�

代
表
取
締
役
　
海か

い

谷や

　
康や

す

裕ひ
ろ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
実
施
の
お
知
ら
せ

　
実
施
の
お
知
ら
せ

は
、
農
地
の
固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
際
に

適
用
さ
れ
る
軽
減
割
合
（
×
０
・
５５
）
が
適

用
さ
れ
ず
、
固
定
資
産
税
が
増
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
に
は
？

　
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
に
は
？

　
い
っ
た
ん
遊
休
農
地
に
な
り
、
荒
廃
が
進

ん
で
し
ま
う
と
、
農
地
に
戻
す
こ
と
が
ま
す

ま
す
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
遊
休
農
地
は
、
雑
草
や
害
虫
の
発
生
で
周

辺
に
迷
惑
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
不
法
投

棄
や
火
災
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
農
地

を
お
持
ち
の
方
は
、
日
頃
か
ら
適
切
な
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
な
ど
、
自
力
で
遊
休
農
地
を

解
消
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
へ
の
貸
付
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
３
年
１２
月

ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
借
料
の
動
向
に
つ
い
て
、

「
令
和
４
年
山
形
市
賃
借
料
情
報
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
事
務
局
窓
口
で
の
配
布
の
ほ
か
、
山

形
市
農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
農
地
の
賃
貸
借
契
約
締
結
の
参
考
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年

山
形
市
賃
借
料
情
報
に
つ
い
て
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農委広報やまがた

　
あ
れ
だ
け
あ
っ
た
雪
も
融
け
、
暖

か
い
日
が
多
く
な
り
春
を
感
じ
る
季

節
に
な
る
と
春
風
と
共
に
憎
い
ア
イ

ツ
も
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
で
す
、

『
花
粉
』
で
す
。
薬
を
飲
ん
で
も
な

か
な
か
効
か
ず
、
ハ
ウ
ス
で
仕
事
を

し
な
が
ら
も
鼻
は
ず
っ
と
ム
ズ
ム
ズ

で
す
。「
ハ
ー
ク
シ
ョ
イ
」
と
大
き

な
声
で
く
し
ゃ
み
を
す
る
度
、
離
れ

た
場
所
か
ら
「
う
る
さ
い
！
」
と
妻

の
声
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
暫
く
す
る
と
「
キ
ャ
ー
ー
」
と
私

の
く
し
ゃ
み
よ
り
大
き
な
叫
び
声
。

何
事
か
と
駆
け
寄
る
と
、
春
が
来
て

妻
の
苦
手
な
蛙
も
活
動
的
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。
暗
い
話
題
の
多
い
世

間
で
す
が
、
大
き
な
声
の
こ
だ
ま
す

る
我
が
家
は
平
和
だ
な
と
再
確
認
す

る
ひ
と
時
で
し
た
。

�

農
業
委
員　
小
松　
武

　５月末頃に農業者年金基金から現況届の用紙が直接受給権者に送付され
ますので、次のとおり提出をお願いします。なお、現況届を提出されなかっ
た場合、農業者年金が差し止めになりますのでご注意ください。

◆提出時期◆　６月１日から６月３０日まで
◆提出場所◆　市役所６階農業委員会又は最寄りのコミュニティセンター
　　　　　　　（旧地区公民館）

経営移譲年金（特例付加年金）を受給されている方へ

農業者年金農業者年金
現況届に現況届に
ついてついて

　経営移譲年金を受給している方が提出する現
況届には右のような質問があります。すべての
質問に回答して提出して下さい。
　回答に一つでも「はい」があれば支給停止の
可能性がありますのでお気をつけください。
※�１について、後継者の農作業手伝いは支給停
止になりません。

※�２について、担い手への利用集積や農地中間
管理機構へ貸しても支給停止になりません。

※３について、建物共済は含みません。

（お問い合わせ先）
　農業委員会事務局　農政振興係
　電話　０２３－６４１－１２１２　内線７７４

編
集
後
記

令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程令和４年度　山形市農業委員会　許可等日程
許可月 ３条・４条・５条等の受付期間 総会開催日
７月 ６月２０日（月）〜２４日（金） ７月１３日（水）
８月 ７月２０日（水）〜２５日（月） ８月１２日（金）
９月 ８月２２日（月）〜２５日（木） ９月１３日（火）
※�農地法３条（農地に係る権利移動）、４条・５条（農地の転用）等の許可を受けるためには、
上記の受付期間中に申請し、翌月１３日頃開催の総会で許可・不許可の決定となります。
※許可申請には確認事項、必要書類がありますので事前にご相談ください。
　問い合わせ先：山形市農業委員会事務局（電話 ０２３－６４１－１２１２　内線 ７７５・７７６）

１　�あなたご自身が農業を営んでい
ますか（※１） はい・いいえ

２　�あなたご自身が農業を営む法人
の構成員になっていますか はい・いいえ

３　�後継者に貸している農地等又は
特定農業用施設の返還を受けた
り、売却、転用、貸付け等をし
ましたか（※２）

はい・いいえ

４　�あなた名義で農業所得の納税申
告をしましたか はい・いいえ

５　�あなた名義で経営所得安定対策
等交付金を申請しましたか はい・いいえ

６　�あなた名義で農業共済
　　（ＮＯＳＡＩ）に加入しましたか（※３） はい・いいえ
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